
あ
ま
ぁ
〜
い
。
美
味
し
ぃ
〜
！

　
　
　
　

鉾
田
の
メ
ロ
ン
初
出
荷

いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた

今
月
の
内
容

10―12 行政からのお知らせ２

■市民音楽祭実行委員募集
■春の行政相談週間
■赤十字運動月間
■鉾田二高生による写真展開催
■医療機関案内
　　　　　　　　　　　　　ほか

8―9 まちの話題

■小中学校等入学式
■「食と農」講演会
■人権街頭キャンペーン
■鉾田大使委嘱状交付
■スポーツ
　　　　　　　　　　　　ほか

2―7 行政からのお知らせ１

■ブランドアップ振興協議会
■７月１日からレジ袋有料化スタート
■平成21年度区長会議開催
■これからの学校づくり
■消防団・消防署からのお知らせ
　　　　　　　　　　　　　ほか

20092009（平成21年）（平成21年） 月号 月号 vol.44vol.4455

　
「
今
年
ほ
ど
、メ
ロ
ン
を
作
る
の
に
難
し
い
年
は
な
か
っ

た
。」
と
、
40
年
近
く
メ
ロ
ン
を
作
り
続
け
て
き
た
あ
る

ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
口
に
し
ま
し
た
。
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
曇
天
が
つ
づ
き
日
照
不
足
の
た
め
交
配
が
進
ま
な

か
っ
た
う
え
に
、
交
配
に
使
う
ミ
ツ
バ
チ
が
世
界
的
不
足

と
い
う
事
態
や
農
業
資
材
の
高
騰
な
ど
も
重
な
り
、
出
た

言
葉
で
す
。

　

し
か
し
、
各
農
家
は
、
長
年
の
経
験
に
よ
っ
て
花
を
見

極
め
、
良
い
も
の
で
な
い
と
判
断
し
た
ら
、
花
を
摘
ん
で

蔓
（
つ
る
）
を
伸
ば
し
次
の
花
を
咲
か
せ
交
配
さ
せ
た
り
、

ミ
ツ
バ
チ
で
は
な
く
人
の
手
で
交
配
さ
せ
る
な
ど
知
恵
と

努
力
を
駆
使
し
て
今
年
も
立
派
な
メ
ロ
ン
を
育
て
上
げ
ま

し
た
。
今
年
の
メ
ロ
ン
は
、
職
人
技
を
活
か
し
た
究
極
の

メ
ロ
ン
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。「
時
間
を
か
け
た
分
甘
み

が
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
光
セ
ン
サ
ー
を
通
し
て

い
る
の
で
糖
度
・
品
質
と
も
に
お
墨
付
き
で
す
。」
と
４

月
８
日
に
初
出
荷
を
迎
え
た
Ｊ
Ａ
茨
城
旭
村
の
飯
島
行
雄

専
務
理
事
。

　

鉾
田
の
メ
ロ
ン
は
、
オ
ト
メ
メ
ロ
ン
に
始
ま
り
、
ア
ン

デ
ス
、
ク
イ
ン
シ
ー
と
続
き
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か

け
て
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
大
消
費
地
東
京
、
大
阪
な

ど
都
市
部
を
は
じ
め
、
信
越
、
東
北
地
方
ま
で
送
ら
れ

ま
す
。
Ｊ
Ａ
茨
城
旭
村
と
Ｊ
Ａ
か
し
ま
な
だ
だ
け
で
も

２
１
０
万
ケ
ー
ス
の
出
荷
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
農
家
が
慌
た
だ
し
く
、
そ
し
て
、
一
番
活
気
づ

く
メ
ロ
ン
の
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
あ
、
出
荷
で

す
！
。
今
年
も
あ
ま
ぁ
〜
く
て
美
味
し
い
鉾
田
の
メ
ロ
ン

を
ご
賞
味
あ
れ
!!

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります
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市
の
動
静　
（
４
月
）

６　

市
立
小
学
校
入
学
式

　
　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

７　

市
立
中
学
校
入
学
式　

８　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
交
付

　
　

市
立
幼
稚
園
入
園
式

10　

春
の
交
通
安
全
ル
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11　

百
里
基
地
周
辺
市
町
協
力
会
総
会

17　

 

鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会

総
会

23　

市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会

　
　

春
の
地
域
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

24　

市
町
村
長
・
議
会
議
長
会
議

　
　

市
区
長
会
議

25　

市
女
性
連
絡
協
議
会
総
会

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

６
月
９
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　

※ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
傍
聴
を

す
る
方
は
お
問
合
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。問

　

４
月
17
日
、
鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協

議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
会
長
の
鬼
沢
市
長
は
、「
鉾
田
は
、
安
く

て
多
く
売
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
昨

年
度
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
加
工
品

開
発
な
ど
多
彩
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
付
加
価
値

が
高
ま
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。
鉾
田
の
認
知
度
を
上

げ
る
に
は
こ
う
い
っ
た
事
業
を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ

と
が
大
事
。
協
議
会
に
協
力
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
各
界
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
販
売
や
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
、

亀
印
製
菓
㈱
な
ど
６
社
に
「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
開
発
協

力
事
業
者
」
と
し
て
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
、
㈱
月

の
井
酒
造
店
が
開
発
し
た
「
す
と
ろ
べ
り
ぃ
酒
」
な
ど

５
品
目
に
「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
と
し
て
認
証
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
年
度
事
業
計
画
な

ど
が
決
定
さ
れ
、最
後
に
新
規
開
発
さ
れ
た
加
工
品「
メ

ロ
ン
プ
リ
ン
」（
茨
城
乳
業
㈱
）
の
試
食
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

■
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
開
発
協
力
事
業
者

亀
印
製
菓
㈱
（
水
戸
市
）・
㈱
月
の
井
酒
造
店
（
大
洗
町
）・
㈱

リ
ス
カ
（
常
総
市
）・
㈱
リ
バ
テ
ィ
ー
フ
ー
ズ
（
常
総
市
）・
茨

城
乳
業
㈱
（
石
岡
市
）・
㈱
磯
山
商
事
（
鉾
田
市
）

　

ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
は
、
安
全
安
心
に
努
め

生
産
・
製
造
さ
れ
た
農
産
物
や
農
産
加
工
品
を
申
請

に
基
づ
い
て
認
証
機
関
が
認
証
す
る
も
の
。
こ
れ
に
よ

り
、
広
く
消
費
者
の
認
知
度
向
上
、
市
場
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
優
位
性
を
高
め
ま
す
。

●
申
請
資
格　

 

農
産
物
生
産
者
及
び
生
産
者
団
体
、
食
品
製
造
加
工

事
業
者

●
認
証
対
象　

 

鉾
田
市
産
農
産
物
及
び
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
て
製
造

さ
れ
た
加
工
品

●
認
証
基
準　

　
「
農
産
物
認
証
基
準
」

　

 

①
生
産
履
歴
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
②
土
壌
診
断
が
行
わ
れ
、

栽
培
基
準
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
③
残
留
農
薬
検
査
を
行
っ

て
い
る
こ
と
④
氏
名
ま
た
は
コ
ー
ド
番
号
等
が
表
示
さ
れ
生
産
者

が
特
定
で
き
る
こ
と　

等

　
「
農
産
加
工
品
認
証
基
準
」

　

 

①
農
産
物
認
証
基
準
を
満
た
し
た
鉾
田
市
産
農
産
物
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
②
意
匠
、包
装
、技
術
等
に
特
徴
が
あ
り
、効
果
的
に「
鉾

田
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
③
食
品
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と　

等

●
実
施
体
制

　

①
実
施
主
体　

鉾
田
市

　

②
認
証
機
関　

鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会

■
主
な
新
年
度
事
業
計
画

　

・「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
」
制
度
の
運
用

　

・
加
工
品
開
発
、
量
販
店
・
流
通
等
販
売
促
進

　

・ 

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

や
鉾
田
大
使
と
の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
の

展
開

　

・ 

う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

・
食
育
に
関
す
る
事
業
の
支
援　

等

■
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

認
証
制
度
創
設

認証マーク

ブランド産品名（４／ 17現在） 事業者名

いもようかん
（スイーツ和ぽてと）

亀印製菓㈱
芋どらやき

（スイーツ和ぽてと）

すとろべりぃ酒 ㈱月の井酒造店

あまエルトマトジュース
JAかしまなだ

ちゅう太郎トマトジュース

　鉾田市産いちごを
使用し片岡鶴太郎氏
デザインのハンカチ
付きで、限定300本製
造・発売された「す
とろべりぃ酒」。
　大好評につき今年
は増産決定。

　５月発売予
定の「メロン
プリン」。
　鉾田市産メ
ロンを使用し
たメロンソースと新鮮な生乳の2層仕立
て。今後、ほこたブランド認証を受ける
予定。

　ブランド認証を取得した商品に貼
られるほこたブランド認証マーク。

　発売から好評を得ているトマトジュース「あまエル」
と「ちゅう太郎」。老舗デパートの「高島屋」や東京（青
山・表参道など）の高級トマト料理専門店「セレブ・デ・
トマト」での販売が決定。　

　ようかん業界では、年
間５万本売れれば大ヒッ
ト商品。しかし、「芋よう
かん（スイーツ和ぽてと）」
はそれを大幅に上回り、
発売から月1万本のペース
で売れている。
　今年は、海外（台湾）
への輸出が決定。

ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
産
品
大
好
評
！

　
　
　
　
　

東
京
、
海
外
へ
も
進
出
！

SECO
ND S

TAG
E

ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ

市議会事務局
☎ 33 - 2111（内線）1311

「レッドアイ」
 カシマサッカースタジアムで地域限定発売！
トマトジュースとビールを混ぜ合わせたカクテル「レッド
アイ」を鹿島アントラーズとブランドアップ振興協議会が
共同で発案し、サントリーと JAかしまなだが提携するこ
とで販売が実現。７月のホームタウンゲームから販売予定。

問
市
役
所　

産
業
経
済
課

　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
１
６
３
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退職された区長さんへ感謝状贈呈の様子

鉾
田
市
内
で

　

詐
欺
事
件
が
発
生
！

①
融
資
保
証
金

　
　
　
　

詐
欺
事
件

　

平
成
21
年
３
月
、
鉾
田
市
内
の
46
歳
男
性
が

携
帯
電
話
を
使
用
し
た
相
手
か
ら
「
低
金
利
・

即
日
融
資
で
お
金
を
貸
し
ま
す
。」
な
ど
と
融

資
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
申
込
み
を
し
た
と
こ

ろ
「
保
証
金
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と

言
わ
れ
現
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
詐
欺
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
正
規
の
金
融
業
者
は
、
融
資
前
に
保
証
金
を
振
り

込
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
証
金
を

請
求
さ
れ
た
ら
絶
対
に
振
り
込
ま
ず
警
察
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
気
工
事

　
　

詐
欺
未
遂
事
件

　

２
月
27
日
、
市
内
の
69
歳
男
性
宅
に
「
関
東

電
気
保
安
協
会
の
者
で
す
。
漏
電
の
連
絡
を
受

け
て
き
ま
し
た
。」
と
業
者
に
な
り
す
ま
し
た

者
が
訪
れ
、
屋
根
裏
の
工
事
を
し
た
よ
う
に
見

せ
か
け
、
代
金
約
１
２
０
万
円
を
騙
し
取
ろ
う

と
し
た
詐
欺
未
遂
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
で
行
っ
て
い
る
一
般

家
庭
へ
の
電
気
安
全
調
査
は
基
本
的
に
４
年
に
１
回

で
、
事
前
に
調
査
日
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
調

査
員
は
調
査
員
証
や
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
で
直
接
工
事
を
実
施
し
、

料
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
場
合
は
、（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
茨
城

事
業
本
部
調
査
部
（
０
２
９
〜
２
２
６
〜
３
２
２
１
）、

警
察
又
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

４
月
24
日
、
鉾
田
市
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
平
成
20
年
度
を
も
っ
て
区
長
を
退
任
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
鬼
沢
市
長
か
ら
平
成
21
年
度
の
市
予
算
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
、
財
政
健
全
化
へ
の
理
解
と
市
政
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

区
長
会
議
の
後
、
鉾
田
市
区
長
会
総
会
が
開
か
れ
、
平
成
21
年
度
事
業
計
画
の
承
認
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
区
長
会
議
開
催

鉾田市区長会役員（敬称略）

上釜 柳 沢 信 一 桜本 小 沼 恒 敏 烟田 大 口 一 男 札 飯 島 豊 洋

沢尻 梶 間 昭 男 七軒町 栗 原　 修 玄生 柳 澤 正 行 江川 人 見 一 弥

荒地 米 川　 武 新鉾田 小 沼　 洋 小高根 井 川 信 義 中居 風 間　 守

箕輪東 井 川 完 條 横町 村 田 藤 男 宮内 中 村　 守 上幡木 取 次 誠 司

箕輪西 白 田 庫 夫 古宿 青 野 正 男 安塚 髙 柳 勝 則 下沢 小 野 千 秋

下太田 櫻 井 中 雄 新町 椎 名 康 郎 田中 藤 野 達 也 堺釜 飯 岡 髙 徳

上太田 飯 島 武 男 旭町 新 堀　 誠 青山 菅 谷 三 郎 京知釜 岡田仁一郎

田崎 小 沼　 明 御城 吉 見 賴 能 大竹 平 沼 直 樹 飯島 貝 塚 憲 一

和岡 山 本　 隆 仲須 大和田勝雄 美原 米 山 體 制 高釜 久 坂 法 正

大神 青木富美男 西町 谷 津　 章 岡堀米 額 賀 輝 夫 田子沼 岸 田 裕 敞

下鹿田 小 沼 友 藏 本橋町 髙 野 德 一 下荒地 飯 塚 經 廣 組塚 東 峰 一 明

上鹿田 入 江 道 男 上宿 黒 田 一 次 白塚 塙　 良 一 荒地 菅 谷 憲 男

大沼 佐 伯 一 見 昭和町 中 城 惠 一 紅葉 市 毛 宏 知 上沢 大 司 隆 之

飯田 久 野 政 一 本町 高 橋 忠 夫 大川 海老澤忠次 大蔵 大 内　 博

造谷第一 新 堀 喜 弘 塔ヶ崎 長 峯　 薫 菅野谷 新 堀 重 夫 田塚 額 賀 元 康

造谷第二 清 宮 房 雄 西台 額 賀 昭 治 大和田 青 木 省 三 阿玉 山 上 宗 俊

造谷第三 浅 倉　 岱 安房南 磯 山 博 信 上冨田 冨 田　 健 梶山 高 野 武 夫

三和 窪　 輝 義 安房北 小 沼 正 已 藤沼 佐伯冨士夫 二重作 中 根 忠 良

子生 簗 場　 豊 安房高野 菊 谷　 博 下冨田 冨 田 晃 弘 台浜第一 小 沼 淳 一

子生第二 小松﨑善一 靭負 白 井 忠 夫 鳥栖本郷 新 堀　 昇 台浜第二 清 宮 市 郎

玉田 根 本 羡 夫 上諏訪 平 沼 義 和 鳥栖新田 鬼 澤　 榮 台浜西部 小沼美喜雄

野田 酒 井 英 一 柏熊 中 山 孝 介 新里 田 口 正 敏 濁沢 深 作 忠 芳

常磐第一 沢 上 正 美 高田 豊 田　 昭 寄居 冨 田　 良 汲上上宿 飯 島 武 夫

常磐第二 鈴 木 新 吾 串挽上 小沼洋之助 当間 海 老 原 衛 汲上下宿 小 橋 秀 弘

勝下新田 磯 　 孝 串挽下 伊 東　 良 坂戸 横 田 紘 三 椎之内 吉 井　 功

冷水 石 田 敏 晴 堀の内 岩 田　 実 飯名 中 川 義 一 別所釜 飯 島　 治

西勝下 栗 田　 仁 野友 岡 里　 洋 秋山 田 山 重 雄 町山 菅 谷　 實

勝下 田 口 一 郎 半原 秋 山　 林 駒木根 吉 﨑 榮 一 武与釜 菅 谷　 衛

樅山 栗 原 榮 光 西半原 野 原 忠 男 徳宿新田 櫻 井 貞 夫 吾妻原 飯 島　 仁

滝浜新田 芝 武 借宿新田 金 沢 正 三 徳宿本郷 山口傳左衛門 青山小角台 水 上　 茂

滝浜 米川佐金次 粟野 菅 谷 悦 男 東野 芝 田 秀 一

柏熊新田 平 沼 勝 一 借宿 二重作茂兵衛 南野 坂 本 幸 一

湯坪 石 﨑 三 男 須賀 高 埜 房 男 石八戸 川 又　 淑

青柳 海 東 偉 邦 額相 堀 田 正 衛

郡境 井 村 安 雄 大戸 鎌 田 高 信

舟木 江 沼 勝 一

会長 飯島　仁 幹事 藤野達也 幹事 中川義一 会計 高埜房男

副会長 江沼勝一 　〃 黒田一次 　〃 白井忠夫 　〃 梶間昭男

　〃 小沼　明 　〃 鬼澤　榮 　〃 飯塚經廣

監事 中山孝介 　〃 平沼勝一 　〃 長峯　薫

　〃 久野政一 　〃 久坂法正 　〃 冨田晃弘

　〃 飯島武夫 　〃 額賀元康 　〃 海東偉邦

平成21年度　区長名簿（敬称略）
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市
役
所
窓
口
で

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の

　
　

申
請
・
受
領
が

　
　
　
　

で
き
ま
す
！

　

旅
券
事
務
に
つ
い
て
、
県
か
ら
の
権
限
委
譲

に
よ
り
、
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
鉾
田
市
に
お

住
い
の
方
は
、
鉾
田
市
役
所
本
庁
舎
の
窓
口
で

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・
受
領
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

茨
城
県
鹿
行
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
鉾
田

合
同
庁
舎
内
）
は
５
月
末
で
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
・
受
領
窓
口

　
　

市
民
課
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
（
本
庁
）

●
受
付
時
間
等

　
　

月
〜
金
曜
日

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

●
申
請
手
数
料

　

 　

手
数
料
は
、
収
入
印
紙
及
び
県
収
入
証
紙

で
の
納
入
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
入
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
受
領
時
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
　

市
役
所　

市
民
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
１
５
１
か
ら

１
１
５
３

※ 

申
請
書
は
市
民
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

※ 

収
入
印
紙
及
び
県
収
入
証
紙
は
市
役
所
窓
口
で
は

販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
内
各
販
売
店
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

６
／
１
か
ら

12
歳
未
満

（
申
請
時
）

５
年
間

有
効

10
年
間

有
効

種
類

４
千
円

９
千
円

１
万
４
千
円

収
入
印
紙

２
千
円

２
千
円

２
千
円

県
収
入

証
紙

６
千
円

１
万
１
千
円

１
万
６
千
円

合
計

　

レ
ジ
袋
は
、
こ
れ
ま
で
お
店
の
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
無
料
で
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
軽
く

て
、
丈
夫
で
、
耐
水
性
も
あ
り
、
現
在
の
私
た

ち
の
生
活
に
は
、
と
て
も
便
利
で
身
近
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
最
終
的
に
は
、
石
油
か
ら
製
造
さ
れ
た

レ
ジ
袋
の
多
く
が
「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
焼
却

さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
発

生
さ
せ
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
石
油
資
源
の
節

約
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
、
ご
み
の
削
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

鉾
田
市
で
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
、
３
月

27
日
に
市
民
団
体
で
構
成
す
る
「
マ
イ
バ
ッ
ク
運

動
・
レ
ジ
袋
の
削
減
を
推
進
す
る
鉾
田
市
民
の

会
」、
市
内
の
「
事
業
者
」、「
鉾
田
市
」
の
三
者

に
よ
り
『
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
に
関
す
る
協

定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
、
市
内
の
８
店
舗
で
は
、
こ
の

協
定
に
基
づ
き
レ
ジ
袋
が
有
料
に
な
り
ま
す
。
限

ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
し
て
、
次
世
代
に
よ
り
良

い
地
球
環
境
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
お
買

い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
等
を
持
参
し
て
、「
レ

ジ
袋
の
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
・
ご
み
の

減
量
化
」
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お買い物はマイバック持参で！

市内小売店（８店舗）でレジ袋有料化スタート！
　　　　　　 ～地球温暖化防止・ごみ減量化推進～

レジ袋を有料化する事業者、マイバック運動・
レジ袋削減運動を推進する鉾田市民の会、鉾田
市による協定締結式

● マイバック運動・レジ袋削減運動を推進する
鉾田市民の会（順不同）

問
市
役
所　

生
活
環
境
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
３
３
・
１
１
３
４

７月１日からレジ袋を有料化
する８店舗＜７事業所＞順不同

●特産物直売所サングリーン旭
　＜ JA 茨城旭村＞

●ファーマーズマーケットなだろう
　＜ JA かしまなだ＞

●さんて旬菜館
　＜生産加工直売部会＞

●ウィズ鉾田店
　＜㈱ウィズ＞

●カスミ鉾田店・大洋店
　＜㈱カスミ＞

●セイミヤ鉾田舟木店
　＜㈱セイミヤ＞

●マル平ストア鉾田店
　＜マル平ストア㈱＞

７／１
から

鉾田市女性連絡協議会
鉾田市食生活改善推進員連絡協議会
鉾田市くらしの会
鉾田市家庭排水浄化推進協議会
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問
　

４
月
１
日
か
ら
妊
婦
の
健
康
管
理

及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、

妊
婦
健
康
診
査
の
補
助
回
数
が
５
回

か
ら
14
回
に
増
え
、
受
診
票
も
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　

受
診
票
は
、
茨
城
県
医
師
会
会
員

の
妊
婦
健
康
診
査
委
託
契
約
協
力
医

療
機
関
及
び
、
日
本
助
産
師
会
茨
城

県
支
部
に
加
入
し
て
い
る
助
産
所

で
使
用
で
き
ま
す
の
で
受
診
票

を
活
用
し
定
期
健
診
を
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

市
役
所　

子
ど
も
家
庭
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
７
０
・
１
５
７
１

■
支
給
対
象

　

０
歳
〜
小
学
校
６
年
生

　
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
ま
で
）

■
支
給
額

　

０
歳
〜
３
歳
未
満　

１
万
円
／
月

　
　

※ 

第
１
・
２
子
に
つ
い
て
は
、
３
歳
到
達
の
翌
月

分
か
ら
５
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

３
歳
以
上　
　
　
　

第
１
・
２
子　

５
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
子
以
降　

１
万
円

■
支
給
月

　

原
則
、
２
・
６
、
10
月
に
前
月
分
ま
で
を
支
給

■
申
請
手
続

　

新
規　

 　

出
生
、
転
入
等
に
よ
り
受
給
資
格
が
生
じ

た
場
合
は
「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
前
年
所
得
制
限
を
超
え
支
給
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
方
も
新
た
に
認
定
申
請
が

必
要
で
す
。

　

継
続　

 　

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
現
在
支
給
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
は

６
月
中
旬
頃
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※ 

認
定
（
現
況
届
含
む
）
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、必
ず
所
得
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
所
得
の
目
安
〉

・
夫
婦
と
児
童
２
人
の
世
帯

　
　
（
扶
養
人
数
３
人
）

　
　

収
入
額
７
８
０
万
円
未
満

・
右
と
同
条
件
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
　
（
厚
生
年
金
加
入
者
）

　
　

収
入
額
８
６
０
万
円
未
満

市
役
所　

総
務
課　

防
災
交
通
係

　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
８
３
・１
２
８
４

鹿
行
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

警
防
課

　

☎
３
４
〜
８
１
１
９

団

長　
　
　
　
　
　

二
重
作
惣
司

副
団
長　
　
　
（
各
支
団
長
が
兼
務
）

旭
支
団　

支
団
長　
　

米
川　

宗
司

　
　
　
　
　

副
支
団
長　

井
川　
　

栄

　
　
　
　
　

副
支
団
長　

佐
伯　

幸
一

鉾
田
支
団　

支
団
長　
　

栗
原　
　

修

　
　
　
　
　

副
支
団
長　

川
島　

利
市

　
　
　
　
　

副
支
団
長　

小
川　

一
彦

　
　
　
　
　

副
支
団
長　

根
本　

将
夫

大
洋
支
団　

支
団
長　
　

大
槻　

高
志

　
　
　
　
　

副
支
団
長　

飯
島　

正
一

　
　
　
　
　

副
支
団
長　

箕
輪
健
一
郎

妊
婦
一
般
健
康
診
査

 

の
補
助
回
数
14
回
へ

児
童
手
当
制
度

消
防
団
・
消
防
署

 

か
ら
の
お
知
ら
せ

※妊娠週数ごとに受診票と公費負担額が違い
ますので、受診予定の医療機関及び助産所に
ご相談の上ご活用ください。
　なお、指定医療機関以外での受診希望の方
は事前に健康増進課へご相談ください。

市
役
所　

健
康
増
進
課

　
　

鉾
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
３
３
〜
３
６
９
１

　
　

旭
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

☎
３
７
〜
１
４
１
１

　
　

大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
３
９
〜
４
８
６
６

★手続きに必要なもの
① 認定請求書　（子ども家庭課、各市民センターにあります。）
② 健康保険被保険者証等の写し　（申請者が厚生年金等加入の場合）
③ 所得証明書　（平成21年１月１日現在鉾田市に住所がなかった方）
④振込先の口座番号がわかるもの（郵便局は除く）

▼
鉾
田
市
消
防
団
役
職
者
（
敬
称
略
）

 

平
成
21
年
４
月
１
日
辞
令
交
付

　

３
月
31
日
付
け
で
菅
谷

藤
衛
団
長
が
退
任
し
、
４

月
１
月
付
け
で
二
重
作
惣

司
氏
が
団
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

▼
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
火
災
時

 

の
放
送
内
容
に
つ
い
て

　

火
災
の
発
生
時
・
鎮
火
時
に
は
、
消
防
団
の
出

動
要
請
を
兼
ね
て
鹿
行
消
防
本
部
か
ら
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
発
生
場
所
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、「
○
○
地
区
○
○
付
近
」
と
放
送
し
ま
す
が
、

地
区
名
は
旧
大
字
で
分
類
し
、
目
標
物
と
し
て
近

く
の
商
店
や
工
場
、
集
会
場
等
の
名
称
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
お
名
前
が
放
送
さ
れ
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

火
災
の
種
別
に
つ
い
て
は
通
報
時
点
で
次
の
通
り
分

類
し
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
お
問
合
せ
は
、
次
の
連
絡
先
に
電
話
を
お
か

け
い
た
だ
く
と
音
声
ガ
イ
ド
が
流
れ
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

火
災
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

☎
０
２
９
１
〜
３
２
〜
２
１
１
９

そ
の
他
火
災

車
両
火
災

林
野
火
災

建
物
火
災

火
災
種
別

建
物
、
林
野
、
車
両
、
船
舶
、
航
空
機
に
分

類
さ
れ
い
な
い
火
災
で
、
枯
草
や
ゴ
ミ
等
が

燃
え
て
い
る
場
合

自
動
車
又
は
自
動
車
の
積
載
物
が
燃
え
て
い

る
場
合

森
林
又
は
原
野
が
燃
え
て
い
る
場
合

建
物
又
は
建
物
内
の
収
容
物
が
燃
え
て
い
る

場
合

内　
　
　

容

▼
１
１
９
番
の
か
け
方
に
つ
い
て　

　

鉾
田
、
行
方
、
潮
来
市
内
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
は
、
鉾
田
市
安
房
に
あ
る
鹿
行
広
域
消
防
本
部

通
信
司
令
室
で
受
信
し
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
情
報

を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
落
ち
着
い
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

・
住
所
（
近
く
の
目
標
物
、
建
物
の
何
階
か
）

・
何
が
燃
え
て
い
る
か

・
逃
げ
遅
れ
は
な
い
か

・
通
報
者
の
氏
名
、
電
話
番
号

火
災
の
場
合

・
住
所
（
近
く
の
目
標
物
、
建
物
の
何
階
か
）

・ 

誰
が
ど
う
し
た
の
か
（
救
急
か
事
故
か
と
じ
こ
め
ら

れ
て
い
な
い
か
）

・
通
報
者
の
氏
名
、
電
話
番
号

・ 

そ
の
他
、
傷
病
者
の
年
齢
、
持
病
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
な
ど

救
急
の
場
合

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
発
信
場
所
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
通

報
場
所
の
住
所
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
鹿
行
消
防
本
部
管
内
か
ら
通
報
し
て
も

他
の
消
防
本
部
に
接
続
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
転
送
さ
れ
ま
す
が
、
通
報
内
容

を
繰
り
返
し
お
尋
ね
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問

問
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今月21日
裁判員制度スタート！

問

　

５
月
21
日
以
降
、
裁
判
員
裁
判
の
対

象
と
な
る
事
件
が
起
訴
さ
れ
、
裁
判
の

日
程
が
決
ま
る
と
、
各
地
方
裁
判
所
に

お
い
て
、
昨
年
の
秋
に
作
成
し
た
裁

判
員
候
補
者
名
簿
（
茨
城
に
お
い
て
は

７
，
６
０
０
人
）
の
中
か
ら
、
そ
の
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
が
く
じ
で
選
ば
れ

ま
す
。

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
に

は
、裁
判
員
を
選
ぶ
手
続
（
選
任
手
続
）

の
日
の
お
知
ら
せ
が
、
選
任
手
続
の
日

の
６
週
間
前
ま
で
に
送
ら
れ
ま
す
。
裁

判
員
候
補
者
に
は
あ
わ
せ
て
、
質
問
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ
れ
る
日

程
を
前
提
に
、
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を

辞
退
す
る
申
し
出
の
有
無
及
び
そ
の
事

情
な
ど
が
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
質
問
票
に

記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
辞
退
事
由
に

当
た
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
事

前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
、
裁
判
所
に
行

く
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

事
前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
員

候
補
者
以
外
の
方
は
選
任
手
続
の
日
に

裁
判
所
に
赴
き
、
そ
の
中
か
ら
最
終
的

に
く
じ
で
６
人
の
裁
判
員
が
選
ば
れ
ま

す
。

　

裁
判
員
制
度
の
詳
細
等
は
、
裁
判
員

制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.saibanin.courts.

go.jp/

）
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

裁判員制度説明会
◇日時：５月15日（金）午後２時～同４時半◇場所：茨城
県立図書館◇定員：180人程度（申込不要。当日先着順）
◇内容：裁判官・検察官・弁護士による制度説明。模擬
裁判の映像の上映後，参加者と裁判官等で一緒に判決内
容を考える。質疑応答等◇茨城県・水戸地方裁判所・水
戸地方検察庁・茨城県弁護士会・法テラス茨城　共催

学 校 名

昭和53年 昭和58年 昭和63年 平成5年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年
学
級
数

児
童
・

生
徒
数

学
級
数

児
童
・

生
徒
数

学
級
数

児
童
・

生
徒
数

学
級
数

児
童
・

生
徒
数

学
級
数

児
童
・

生
徒
数

学
級
数

児
童
・

生
徒
数

学
級
数

児
童
・

生
徒
数

学
級
数

児
童
・

生
徒
数

旭地区 32 893 38 1,055 38 934 40 998 30 780 32 686 31 663 25 569
旭東小 10 271 12 325 13 228 11 267 9 233 10 218 9 245 6 204
旭南小 8 211 12 300 9 274 12 284 7 191 7 146 7 129 7 139
旭西小 7 210 7 228 9 228 10 243 7 204 8 175 8 140 6 128
旭北小 7 201 7 202 7 204 7 204 7 152 7 147 7 149 6 98
鉾田地区 91 2,439 103 2,727 104 2,522 100 2,385 90 1,943 92 1,654 92 1,534 78 1,362
巴第一小 6 115 7 134 7 144 7 157 6 112 7 83 7 63 5 64
大和田小 6 153 7 181 7 144 8 142 6 97 6 86 6 104 6 88
当間小 6 103 7 104 7 91 6 106 6 90 6 60 6 66 6 79
徳宿小 9 244 10 266 11 280 10 238 9 190 8 172 8 142 6 142
舟木小 6 154 7 192 7 188 7 204 8 210 8 158 7 144 6 118
鉾田小 22 820 23 787 19 605 17 526 14 433 16 414 15 410 13 345
諏訪小 6 136 7 198 9 219 9 202 7 152 8 122 8 101 6 146
新宮小 6 165 7 183 7 176 7 146 7 141 7 142 7 115 6 80
大竹小 6 139 7 161 7 146 7 163 7 128 7 103 7 81 6 73
青柳小 6 132 7 143 7 137 7 159 7 103 6 86 6 84 6 70
野友小 6 130 7 150 7 139 7 122 7 95 7 66 7 73 6 47
串挽小 6 148 7 228 9 253 8 220 6 192 6 162 8 151 6 110
大洋地区 36 859 37 1,009 38 854 37 814 32 685 30 568 28 545 24 509
上島東小 8 214 11 284 12 282 11 264 10 245 9 186 8 172 6 146
上島西小 6 82 6 128 6 105 6 88 5 51 6 62 5 59 5 47
白鳥東小 12 312 13 378 13 300 13 293 10 227 8 175 8 187 7 188
白鳥西小 10 251 7 219 7 167 7 169 7 162 7 145 7 127 6 128
小学校合計 159 4,191 178 4,791 180 4,310 177 4,197 152 3,408 154 2,908 151 2,742 127 2,440

旭中 12 464 10 421 15 552 15 512 16 516 11 328 11 339 11 340
鉾田北中 10 380 10 352 12 419 13 406 13 417 11 265 9 245 8 225
鉾田南中 21 857 22 903 25 1,007 23 822 23 797 18 588 18 559 17 553
大洋中 13 470 12 434 14 526 13 426 13 425 11 282 11 284 10 261
中学校合計 56 2,171 54 2,110 66 2,504 64 2,166 65 2,155 51 1,463 49 1,427 46 1,379

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
①

〜
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜

●
１
学
級
の
児
童
・
生
徒
数
の
基
準

　

40
人
以
下
（
41
人
に
な
る
と
２
学
級
）

●
複
式
学
級
の
基
準

　

小
学
校
…
２
つ
の
学
年
の
児
童
合
計
が
16
人

　
　
　
　
　

 （
第
１
学
年
を
含
む
場
合
は
８
人
）
以
下
の
場
合

複
式
学
級

　

中
学
校
… 

２
つ
の
学
年
の
生
徒
の
合
計
が
８
人
以
下
の
場
合

複
式
学
級

年度別の学級数及び児童・生徒数の推移　　（各年度５月１日現在）　　　　　　※平成25年度は推計

　

近
年
、
急
激
な
少
子
化
に
伴
い
、
学
校
の
小
規
模
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
小
・
中
学
校
の

適
正
規
模
の
基
準
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
６
月
に
学
校
関
係
者
等
で
組

織
し
た
『
鉾
田
市
学
校
等
教
育
環
境
調
査
委
員
会
』
を
設
置

し
現
状
の
教
育
環
境
の
調
査
及
び
課
題
の
探
求
を
行
い
、
12

月
に
は
学
識
経
験
者
、
議
会
代
表
、
区
長
会
代
表
、
保
護
者

代
表
、
学
校
関
係
者
代
表
総
勢
60
名
に
よ
る
『
鉾
田
市
学
校

教
育
施
策
検
討
委
員
会
』
を
発
足
さ
せ
「
教
育
の
振
興
施

策
」、「
幼
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
」
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

同
検
討
委
員
会
で
は
「
鉾
田
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
学
校

教
育
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
」
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
お

り
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
各
学
校
施
設
の
視
察
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
広
報
ほ
こ
た
」
で
は
、
同
検
討
委
員
会
の
資
料
や
そ
の

検
討
状
況
を
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
が
示
し
た

　
「
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
の
基
準
」

● 

小
学
校
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
で
あ
る
各

学
年
２
学
級
以
上
と
な
る
12
学
級
以
上
が
望
ま
し
い
。

● 

中
学
校
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
で
全
て
の

教
科
の
担
任
が
配
置
で
き
る
９
学
級
以
上
が
望
ま
し

い
。（
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
に
複
数
の

教
員
の
配
置
が
可
能
）

市
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

 

☎
３
７
〜
４
３
４
０
（
直
通
）

問

水戸地方裁判所☎ 029 - 224 - 8408
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茨
城
交
通
（
株
）
バ
ス

　

路
線
廃
止
の
お
知
ら
せ

　

鉾
田
〜
大
洗
〜
水
戸
間
の
茨
交
バ
ス
に
つ
い

て
利
用
者
減
少
に
よ
り
廃
止
の
方
針
が
示
さ

れ
、
鉾
田
市
で
は
路
線
存
続
の
要
望
書
提
出
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
路
線
の
黒
字
化
の
方
策
が
見
出
せ
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
茨
城
交
通
㈱
の
路
線
バ
ス
は

10
月
１
日
よ
り
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
廃
止
路
線

　

鉾
田
駅
前
〜
水
戸
駅
・
大
貫
〜
茨
大
前

　

鉾
田
駅
前
〜
水
戸
駅
・
島
田
〜
茨
大
前

　

鉾
田
駅
前
〜
大
貫
〜
大
洗
駅

　

子
生
弁
天
〜
旭
東
小
学
校
入
口
〜
矢
場

【
お
問
合
せ
】

　

茨
城
交
通
㈱
運
輸
統
括
課

　
　

☎
０
２
９
〜
２
５
１
〜
２
３
３
５

　

市
役
所　

企
画
課　

　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
３
０
２

5/20（水）
大洋地区

　9：00 ～　9：25 大洋水道事務所駐車場
　9：35 ～　9：55 二重作農村集落センター

鉾田地区
10：05 ～ 10：25 安塚コミュニティセンター
10：35 ～ 10：55 田中コミュニティセンター
11：05 ～ 11：30 金谷運輸倉庫
11：40 ～ 12：05 スカイタウン集会所
13：20 ～ 13：45 野友公民館
13：55 ～ 14：20 半原公民館
14：30 ～ 15：05 借宿公民館前

5/21（木）
鉾田地区

　9：00 ～ 　9：20 西台浄水場
　9：30 ～ 　9：50 鳥栖配水場
10：00 ～ 10：25 新里公民館
10：35 ～ 10：55 宮下消防機庫
11：05 ～ 11：30 瀬古集荷所
11：40 ～ 12：10 元ＪＡ巴支店倉庫
13：25 ～ 13：50 大川学習館
14：00 ～ 14：20 古新田公民館
14：30 ～ 14：50 大和田学習館

5/22（金）
鉾田地区

　9：00 ～ 　9：20 安祥寺前農業研修センター
　9：30 ～ 10：00 東野公民館
10：10 ～ 10：45 徳宿小前農協倉庫
10：55 ～ 11：25 大戸学習館
11：35 ～ 11：55 北山公民館
13：10 ～ 13：45 舟木学修館
13：55 ～ 14：15 藤沼公民館
14：25 ～ 14：45 下冨田学習館
14：55 ～ 15：20 南野会館

5/23（土）
旭・鉾田・大洋地区

　8：30 ～ 10：00 旭総合支所庁舎裏車庫
10：30 ～ 12：00 鉾田市役所庁舎脇車庫
13：30 ～ 15：30 大洋総合支所庁舎脇車庫

5/14（木）
旭地区

　9：00 ～ 　9：20 飯田生活会館
　9：30 ～ 　9：55 大沼消防分団機庫前
10：05 ～ 10：25 下鹿田集落センター
10：35 ～ 11：00 箕輪集落センター
11：10 ～ 11：30 上太田公民館
11：40 ～ 12：05 造谷小橋会館
13：20 ～ 13：40 上釜集落センター
13：50 ～ 14：10 荒地農村集落センター
14：20 ～ 14：45 子生コミュニティセンター
14：55 ～ 15：15 常磐公民館

5/15（金）
旭地区

　9：00 ～ 　9：30 樅山集落センター
　9：40 ～ 10：05 冷水田園都市センター
10：15 ～ 10：35 勝下農村集落センター
10：45 ～ 11：00 柏熊新田集落センター

鉾田地区
11：10 ～ 11：35 上諏訪公民館
11：45 ～ 12：05 華養院前駐車場
13：20 ～ 13：45 大竹公民館
13：55 ～ 14：20 下荒地地蔵院
14：30 ～ 15：00 美原公民館
15：10 ～ 15：25 玄生公民館

5/18（月）
大洋地区

　9：00 ～ 　9：20 天神平粗大ごみ積替え保管場所前
　9：30 ～ 10：00 青山小角台集出荷所
10：10 ～ 10：30 台の浜公民館
10：40 ～ 11：00 濁沢農村集落センター
11：10 ～ 11：45 上島東小学校裏（北側）
13：00 ～ 13：25 武与釜生活改善センター
13：35 ～ 14：05 荒地公民館
14：15 ～ 14：35 田子沼公民館
14：45 ～ 15：10 京知釜公民館

5/19（火）
大洋地区

　9：00 ～　9：30 下沢集落センター
　9：40 ～ 10：15 飯島公民館
10：25 ～ 10：45 上幡木農村集落センター
10：55 ～ 11：20 中居白鳥会館
11：30 ～ 11：45 江川農村集落センター
13：00 ～ 13：20 大蔵大洋運動場
13：30 ～ 14：05 札公民館
14：15 ～ 14：35 阿玉農村集落センター
14：45 ～ 15：05 梶山集落センター
15：15 ～ 15：30 和田生活改善センター

「
注
射
」
は
大
切
な
決
ま
り
ご
と
！

少
し
い
た
い
け
ど
ち
ゃ
ん
と
ガ
マ
ン
す
る
よ

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
お
住
ま
い
の
近
く
の
会
場
で
集
合
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
集
合
注
射
以
外
に
お
近
く
の
動
物
病
院
で
直

接
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

登
録
を
し
て
い
な
い
犬
、
新
し
く
飼
い
始
め
た
犬
（
生
後
91
日
以
上
）
は
登
録
が

必
要
で
す
。

※
飼
い
犬
が
既
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
市
役
所
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 予

防
注
射
日
程

■注射手数料・・・3500円
　（内訳）狂犬病予防注射料　 2950円
　　　　  注射済票交付手数料　550円
　※未登録犬の場合・・・5500円

問 市役所　生活環境課　☎ 33 - 2111（内線）1133・1134
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ぴかぴかの１年生が仲間入り !!ぴかぴかの１年生が仲間入り !!　　～入園・入学～～入園・入学～
　桜の花も満開となる４月上旬、市内の小学１年生412名、中学１年生
455名、幼稚園入園児151名、保育園児157名の入学（園）式が行われま
した。子どもたちは、緊張した面持ちで式に臨みながらも、希望を胸に目
を輝かせていました。
　小学１年生には、安全に学校
に通えるようにと JAかしまな
だ・JA茨城旭村から黄色い帽
子が、常陽銀行からは防犯ブ
ザーがプレゼントされました。

～「食と農」講演会開催～～「食と農」講演会開催～
「鉾田の野菜」絵になって全国へ！「鉾田の野菜」絵になって全国へ！

　俳優で画家の片岡鶴太郎氏と月の井酒造店代表取締役坂本敬子氏によ
る、「食と農」の講演会（市・市産地ブランドアップ振興協議会・市認定
農業者連絡協議会主催）が、３月30日に鉾田総合公園体育館で開催され、
約1,100名の市民が講演に耳を傾けました。片岡氏は、食事は朝と昼の２
回で食へのこだわりが強いことや、画家になったきっかけなどを話され、
坂本氏は、病気を患う夫の為に、有機米を使用した日本酒造りを始めたこ
となど食の安全・安心について講演しました。
　また、片岡氏・坂本氏・市認定農業者連絡協議会会
長の鎌田敏男氏・鬼沢市長による　パネルディスカッ
ションでは、食と農について意見を述べ合いました。
　最後に、片岡氏は「鉾田の野菜を描き全国にPRし
ます」と鉾田の応援団になることを約束してくれまし
た。

消防団「速消車隊」、消防団「速消車隊」、
 業務を市に返還 業務を市に返還
　昭和32年、旧鉾田町において抜擢された隊員で
発足した「速消車隊」。町全域をカバーする任務を
おい、タンク車で火災現場に真っ先に駆けつけ初
期消火にあたってきました。しかし、消防本部が
設置され消防機能が充実してきた今日、平成21年
３月31日をもって、その歴史に幕を下ろすことに
なりました。今後、隊員は鉾田第二分団の分団員
として活動します。

鉾田市学校給食センター鉾田市学校給食センター
整備検討委員会報告書提出整備検討委員会報告書提出
　４月16日、鉾田市学校給食センター整備検討委
員会（飯島仁会長）では、昨年度から検討してき
た学校給食センターの建設予定地や施設内容、施
設の運用方法などについて報告書にまとめ鬼澤教
育長に提出しました。
　今後、市では来年度の着工に向けて準備を進めます。

左から、飯島仁会長、鬼澤教育長、友部政德副会長

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

鉾田市人権街頭キャンペーン鉾田市人権街頭キャンペーン
　３月25日、人権への正しい理解を深めてもらお
うと市内３ヵ所のスーパー周辺で、人権街頭キャ
ンペーンが行われ、買い物客へ人権啓発パンフレッ
ト等が配られました。

春の地域安全運動キャンペーン春の地域安全運動キャンペーン
　４月23日、市内スーパーで春の地域安全運動
キャンペーンが行われました。県警音楽隊の演奏
に合わせ、防犯連絡員、セーフティ・マイ・タウ
ン推進委員、少年指導委員、鉾田農高生などが、
啓発チラシを配り、「子どもと女性の犯罪被害防止、
振り込め詐欺被害防止、駐車場等における犯罪被
害防止」を呼びかけました。
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　このほど鉾田大使として委嘱された桑田二郎さん、梶間健一さん、高柳秀樹
さん、長峰昌司さんに委嘱状が手渡されました。
　鉾田大使は、鉾田市にゆかりのある方に鉾田の魅力を多くの人へ伝えて頂く
為に委嘱するもので、それぞれの大使は、ＰＲ用の名刺（鉾田の農産物、鉾田
の概要を記載）等を活用して、「鉾田の魅力」を伝えて頂きます。

舟木小創立100周年記念式典舟木小創立100周年記念式典
地域に愛されて100周年地域に愛されて100周年

　４月15日、創立100周年を迎えた舟木小学校の記念式典が行われ、舟
木地区の方々で構成されているひまわり太鼓の演奏や、児童による群読
「舟木の春・夏・秋・冬」、「百年後の舟木小」をテーマとした絵画コンクー
ル作品の表彰が行われました。この記念式典は、昨年２月よりPTAを
中心とした実行委員により準備が進められ開催されました。今後、記念
誌の発行も予定されています。

鉾田大使

高柳秀樹さん（左）
中日ドラゴンズ打撃コーチ

長峰昌司さん（右）
中日ドラゴンズ投手

桑田二郎さん（漫画家・作家）

梶間健一さん
（元プロ野球選手で現ヤクルトスワローズ合宿所戸田寮長）

天まで昇れ120匹！天まで昇れ120匹！
　５月は鯉のぼりの季節。
　今年も新宮学区花いっぱい推進会
議では、安塚公園に鯉のぼりを掲揚
しました。掲揚の当日は、雨で悪天
候の中の作業となりましたが、翌日
には晴天に恵まれ、鯉のぼりたちも
元気いっぱい泳いでいました。同
会議の高柳勝則会長は、「事前の準
備や揚げ下げの作業に多少の苦労は
あっても、子どもたちの喜ぶ顔が嬉
しくて毎年続けています。」と語っ
てくれました。
（掲揚期間）
５月９日（土）午前８時まで

第18回鉾田山王杯少年野球選手権大会第18回鉾田山王杯少年野球選手権大会
　小学生57チームによる野球大会が４月11日から19日の土日にかけて
行われました。選手たちは、日頃の厳しい練習に耐え、鍛えてきた力を
思う存分発揮していました。

第４回鉾田市剣道大会第４回鉾田市剣道大会
　小中学生対象の剣道大会が４月19日に行われ、出場者はいずれも相手
との間合いを計りながら一瞬の駆け引きが緊張感をうむ試合を展開し、
日頃の練習の成果を存分に発揮していました。

結果（市内入賞チーム）
４位　旭ドジャーススポーツ少年団
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問　市役所市民課☎３３－２１１１（内線1152）

自衛官募集相談員

　自衛官に関することや採用について分からな
いことがありましたら自衛官募集相談員にご相
談ください。
相談員（敬称略）

　昭和24年（1949年）６月１日に人権擁護委
員法が施行されました。そこで、法務省と全国
人権擁護委員連合会は、毎年６月１日を「人権擁
護委員の日」と定め、人権擁護委員制度の周知
と人権尊重思想の普及高揚を呼びかけています。
　人権擁護委員は、地域住民の人権が侵害され
ないよう常に注意を払い、もし、人権が侵害さ
れたときは、その相談を受け、被害救済のため
に速やかに適切な処理を行います。
　また、人権の大切さについて、街頭啓発や講
演会などを通じて、理解を深めてもらうための
活動にも努めています。

≪特設人権相談所≫
日時　６/２（火）10：00～ 15：00
場所　鉾田中央公民館・旭学習等供用施設
　　　大洋公民館　
　鉾田市には、法務大臣から委嘱された人権擁
護委員がいます。

鉾田市人権擁護委員（敬称略）

人権擁護委員による全国一斉特設
人権相談所開設

問　市役所社会福祉課☎33－2111（1565）

問　関東信越税理士会潮来支部☎0299－84－7339

税理士による無料税務相談所開設（予約制）

　相続税、贈与税、消費税、所得税などの税金
の相談や個人事業・法人の創業に関する相談に
ご利用ください。
日時　 ５/20（水）・６/３（水）13：30～16：30
場所　鹿嶋市まちづくり市民センター

invite募集します

問　市役所企画課☎33－2111（内線1302）

鉾田市民合唱団　団員募集（随時）

　市民音楽祭に出演するための合唱団を編成し
ます。
対象者　鉾田市在住、在勤、在学者
練習日　月２回
指導　南みつこ先生（声楽家）

問　市役所企画課☎33－2111（内線1302）

鉾田市民音楽祭実行委員募集

申込締切５/22（金）
　第５回鉾田市民音楽祭の実行委員を募集し
ます。
対象者　18歳以上
　　　　 月１回程度、夜間の会議に出席できる

方
内容　企画・演出・当日の運営

　鉾田あかね太鼓では、和太鼓の魅力を知って
いただくため、体験講座を開催します。太鼓の
基礎知識や太鼓を演奏する基本など和太鼓を楽
しんでいただけるメニューを用意しました。
日時　５/８～７/10（毎週金曜日の10回）
　　　19：00～ 20：30
場所　 鉾田市烟田コミュニティーセンターわか

ば（新宮小学校近く）
対象者　 成人女性（50代まで※ただし体力に

自信のある方は限りにあらず）
　　　　小学生～高校生の男女
参加費　500円／人（保険料）
※撥は鉾田あかね太鼓で用意します

問・申込　鉾田あかね太鼓☎・FAX33－ 4359
　　　　　 メール　akanetaiko@swan.ocn.ne.jp

和太鼓体験講座

申込締切　５/19（火）
期間　５/26 ～６/26（毎週火・金の10回）　
　　　19：30～ 21：30
場所　鉾田総合公園テニスコート
対象者　初心者・初級者
定員　30人
参加費　3,000円 / 人（保険料・ボール代）
申込窓口　・教育委員会生涯学習課
　　　　　　　　　　（旭市民センター２Ｆ）
　　　　　・鉾田中央公民館
　　　　　・大洋公民館
　　　　　　　＊両公民館は月曜日休館
その他　ラケット・シューズ持参願います

問　鉾田市教育委員会生涯学習課　
 スポーツ振興係☎37－4342

鉾田テニス教室（硬式）

　関東信越国税局では、酒類小売販売場（スー
パー、コンビニエンスストア、小売酒販売な
ど）で買い物等をする機会を利用して、未成年
者飲酒防止に関する表示や店頭価格の状況を確
認し、税務署に連絡していただく「酒類販売管
理協力員」を募集しています。
※ 応募方法、募集期間、委嘱期間等詳しくは
国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）をご覧ください。

平成21年度酒類販売管理協力員
の募集について

問　水戸税務署酒類指導官　☎029－ 231－ 4323

　県や市町村の消費生活センター等において相
談業務に従事できる人材を養成するための講座
を開催します。消費者問題に関心を持ち、専門
知識の習得に意欲を持った人を募集します。
開催日　第１部　基礎コース（２日間）
　　　　　　　　７/４（土）、５（日）
　　　　第２部　専門コース（５日間）　
　　　　　　　　７/11（土）、12（日）、
　　　　　　　　18（土）、25（土）、
　　　　　　　　８/１（土）
場所　水戸合同庁舎
受講料等　無料
　　　　　（但しテキスト代は受講者負担）

平成21年度茨城県消費生活相談員等
養成講座の受講者募集

問　県消費生活センター☎029－ 224－ 4722

大好き いばらき エコチャレンジ2009
問・申込
大好きいばらき県民会議事務局　☎029－ 224－ 8120
　　　　　　　　　　　　　　FAX029－ 233－ 0030
県環境政策課地球温暖化対策室　☎029－ 301－ 2939

申込締切６/10（水）
　県では、地球温暖化を防止するため、各家庭
でアイディアを出し合いながら省エネ（電気の
削減量）を競い合う「大好き　いばらき　エコ
チャレンジ2009」に参加する家庭を募集して
います。
申込資格　県内在住
申込方法　 ①か②のコースを選んでいただき、

インターネット又は郵送、FAX で
申込

① グループコース・・・原則10世帯以上のグルー
プ（町内会、学校、職場、仲間など）
②個人コース・・・各世帯
取組内容　 ７月から８月の２ヵ月間、家庭で節

電など電気使用量の削減に取組、結
果（電気使用量）を報告

申込用紙　 県ホームページ、市生活環境課、旭・
大洋市民センターで取得可。http://
www.pref.ibaraki.jp/kankyo/

旭地区
鉾田地区

大洋地区鉾田北中
学区

鉾田南中
学区

増田助行
（荒地）

田山操
（飯名）

大貫忠一
（白塚）

細野良治
（飯島）

問　市役所総務課秘書室☎33－2111（内線1211）

５月18日から24日は春の行政相談週間です

　行政相談委員は、住民の皆さまの身近な相談
相手として、行政に関する相談などを受け付け、
その解決のための活動をしています。
　毎日の暮らしの中で、困っていること、悩ん
でいることなどがありましたら、お気軽にご相
談ください。

～行政相談委員による解決の事例～

　鉾田市には、総務大臣から委嘱された３名の
行政相談委員がいます。（平成21年４月１日委嘱）
　田﨑稔委員　山口泰子委員　飯島豊洋委員

≪春の特設行政相談所開設≫
鉾田地区　５/13（水）９：30～ 11：30
　　　　　鉾田中央公民館
大洋地区　５/20（水）13：30～ 15：30
　　　　　ふる里見聞館
旭 地 区　５/20（水）13：30～ 15：30
　　　　　旭学供施設

見通しが悪く危険な転落防止柵を改良

鉾田地区 大洋地区 旭地区
山口　徳
荒野　圭子
粟野　光臣
冨田　健

額賀　悦子
飯島　聰子

米川　守
冨田　泰

生井澤　恭子

問　鉾田保健所健康指導課精神保健担当☎33－2158

平成21年度精神保健福祉相談（予約制）

日時　毎月第３水曜日　13：00～ 15：00
場所　鉾田保健所
対象者　 こころの病気や悩みに関する相談を希

望する本人または家族等
実施者　精神科の専門医師

平成21年度精神保健福祉相談日程

５/20、６/17、７/15、８/19、９/16、10/21、

11/18、12/16、１/20、２/17、３/17
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info情報ひろばguideお知らせ

　定額給付金・子育て応援特別手当金の申請受
付は、10月１日までです。申請がまだお済み
でない方は、郵送又は最寄りの窓口で申請して
下さい。
【受付窓口】
　◇鉾田市役所本庁舎２階大会議室
　◇ふる里見聞館ホール（大洋総合支所敷地内）
　◇旭市民センター

定額給付金・子育て応援特別手当
金申請受付中！　10月１日まで

問　市役所定額給付担当☎33－2111

対象者　母子家庭の母及び寡婦の方
定員　30名
受講期間　６/28～11/29　９：30～16：30
　　　　　（延日数22日 /130時間）
講義及び実技　土曜日、日曜日　18日
施設実習　平日　４日
場所　母子福祉センター（水戸市）
受講料　 無料（所得によっては交通費の一部支

給有り、保険料等は自己負担）
その他　 申込者は、全日程出席可能なおおむね

母子家庭及び寡婦となり７年以内の方
　　　　託児所有り（２歳児未満は対象外）
申込方法等詳しくはお問合せください

母子家庭等自立促進対策事業
 「訪問介護員２級課程講習会」
問　市役所子ども家庭課☎33－2111（内線1570・1571）

問　市役所税務課☎33－2111（内線1183・1184）

税務課からのお知らせ（軽自動車税の減免について）

申請期限５/25（月）
　軽自動車税が、次の理由などにより減免され
る場合があります。
◇ 身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳ま
たは精神障害者保健福祉手帳を持っている方
が軽自動車等を所有する場合。
◇ 軽自動車等の構造が専ら身体障害者等の利用
に供するためのものである場合

【申請に必要なもの】
　・ 障害者手帳等（身体障害者手帳、精神障害

者保健福祉手帳、療育手帳、戦傷病者手帳）
　・運転免許証
　・軽自動車納税通知書
　・軽自動車検査証
　・印鑑
※ 普通自動車税の減免を受けている方は、軽自
動車税の減免を受けることは出来ませんので
ご注意下さい。

　自動車税は毎年４月１日現在の所有者（登録
名義人）に課税されます。金融機関、コンビニ
エンスストア又は県税事務所で納期限までに納
税してください。
　 ※領収書と継続検査用（車検用）の納税証明
書は、車検のときに必要となりますので大切
に保管してください。

自動車税は納期限（６月１日）までに
納めましょう

問　県行方県税事務所☎0299－ 72－ 0482

問　市役所農業委員会☎33－2111（内線1251・1252）

農業委員会からのお知らせ

受付相談日　５/８（金）
　　　大洋市民センター　９：00～ 12：00
　　　旭市民センター　　13：00～ 16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受付と

審査

　機能回復訓練を行いたいのにその機会がな
い、身体が不自由なために家に閉じこもりがち
である、そのような方の身体機能の維持や回復、
日常生活の自立を助け、参加者間の交流の場と
なることを目的とした事業です。
対象者　 病気による後遺症（脳卒中後の麻痺・

慢性疾患）や老化等によって身体に不
自由のある40歳以上の方

内容　 理学療法士による体操や簡単な作業（手
芸・絵手紙等）

　参加を希望される方は各保健センターまでご
連絡下さい。

問　鉾田保健センター☎33－3691
　　 大洋保健センター ☎ 39－ 4866
　　 旭保健センター☎37－1411

機能回復訓練事業のご案内

　心の病を持つ方を対象に、憩いの場としてグ
ループ活動を始めています。お気軽にご参加下
さい。
対象者　 鉾田市在住、回復途上にある精神障害

者の方で普段家にいることが多い方や
お友達が欲しい方など

日時　毎週金曜日　９：30～ 11：30
　　　（特定の日を除く）
場所　鉾田保健センター
費用　原則として無料
　　　※材料費一部負担有
活動内容　 話し合い・軽スポーツ・室内ゲーム・

料理・野外活動・その他
　　　　　※ 活動内容はメンバーの話し合いで

決めます。

デイケアのご案内
問　旭保健センター☎37－1411
　　 鉾田保健センター☎33－3691
　　 大洋保健センター☎39－4866

問　鉾田保健所☎33－2158

植えてはいけないけしと植えてもよいけしの見分け方

　けしの仲間には、法律で栽培が禁止されてい
るものがあります。外観の特徴から、園芸用の
けしと区別ができます。
≪簡単なけしの見分け方≫

問　各相談員へお問合せ下さい

教育行政に関する相談員

　鉾田市教育委員会事務局の教育行政に関する
相談事務を行う職員は次のとおりです。教育に
関する悩みや相談は下記へお問い合わせ下さい。
学校教育に関すること　
 新堀　栄寿（指導係長）☎37－4341
生涯学習に関すること　
 岡崎　正元（生涯学習係長）☎37－4342
スポーツ振興に関すること　
 柳澤　暁（スポーツ振興係長）☎37－4342

問　市役所子ども家庭課☎33－2111（内線1579）

５月５日から11日は「児童福祉週間」です

「ありがとう　つたわるこころが　うれしいよ」
 平成21年度児童福祉週間標語・最優秀作品

　児童福祉週間は、児童福祉の向上を目指して、
昭和22年に制定されました。次世代を担う子
どもが心身ともに健やかに生まれ育ち、家庭や
地域で心豊かに生活できる環境づくりを進めま
しょう。

問　市役所社会福祉課☎33－2111（内線1565）

５月は赤十字運動月間です

　赤十字へのご理解と活動資金へのご協力をお
願いします。
　皆様から集められた資金は、被災者の救護活
動をはじめ、救急法などの講習会、ボランティ
ア活動、青少年の育成などに役立てています。
　鉾田市においても、例年各世帯から概ね500
円以上の資金の協力をいただき、20年度にお
いては、住宅火災による被災者への災害救援物
資（布団、毛布、ブルーシート、日用品セット
等）の配布、市内青少年赤十字加盟校への助成
等を行いました。
　本年も、活動資金にご協力くださいますよう
お願いいたします。
 平成20年度の実績　　（単位：円）

ご協力に感謝申し上げます
ありがとうございました

社資名 鉾田市
（募集実績額）

内　　　　　　訳

旭地区 鉾田地区 大洋地区

一般
社資 5,049,947 1,141,500 2,841,440 1,067,007

特別
社資 725,000 110,000 450,000 165,000

社資
合計 5,774,947 1,251,500 3,291,440 1,232,007

植えては
いけないけし

植えても
よいけし

草丈
一般に高い
（１ｍ以上になる
ものが多い）

一般に低い
（１ｍ以下のもの
が多い）

葉の特徴

・ 縁が不規則な
ぎざぎざ
・ 茎上部の葉は
茎を抱き込む

・ 深い切れ込み
がある
・ 葉は一般に小
さめ

毛 少ない
全体が粗い（細
かい）毛で覆わ
れている

果実

花が終わると楕
円又は球形の大
きな果実（径３
～６㎝）

花が終わると小
さな果実（径１
～２㎝）

植えてはいけないけし
を見かけたら、保健所
にご連絡ください。

植えてはいけないけし植えてはいけないけし

問　市役所健康増進課☎33－3691

健康カレンダーの訂正

　回覧等で配布しました「平成２１年度鉾田市
健康づくりカレンダー」において検診項目「腹
部超音波健診」　の「対象者」に誤記がありま
した。訂正してお詫びします。

誤 正
40・45・50・55・
60・65歳以上

40・45・50・55・
60・65歳の方

お詫びと訂正

　広報４月号に誤りがありました。下記のとお

り訂正してお詫びします。

＜６ページ　一般会計歳入の円グラフ中＞

　国庫支出金 1.12％→9.37％

　分担金及び負担金 9.37％→1.12％

　農作物への被害を防ぐため、銃器を使用して、
カラスの鳥獣捕獲を行います。

　期間　５/24（日）～ 28（木）
　時間　日の出～日没
　範囲　市内全域（猟銃禁止区域等を除く）
　捕獲対象　カラス（全域）
　
　捕獲作業は、茨城県猟友会鉾田支部所属の各
分会が実施します。
　銃器を使用しますので、早朝
より発砲音が聞こえる場合があ
ります。

有害鳥獣の捕獲を実施します
問　市役所産業経済課☎33－2111（内線1165）
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電話案内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

行政相談
春の特設行政相談所を開設します。
詳しくは、10ページをご覧下さい。

市立図書館休館日　５月 休館日

つくば（９：00～ 21：00） ☎029－852－9999
大阪（24時間対応） ☎072－727－2499
日本中毒情報センターhttp://www.j-poison-ic.or.jp

中毒110番

毎日（18：30～ 22：30）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

毎日（20：00～ 23：00）☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－2鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

職 務 内 容　一般事務
採用予定人数　若干名
受 験 資 格　 S59.4.2 ～ S63.4.1生まれで「試

験案内」に記載された欠格事項に該
当しない４年制大学卒業者

　　　　　　　（Ｈ22.3卒業見込者含む）
試験　１次試験　７/11（土）　
　　　　　　　　茨城大学（水戸市）教養試験・作文
　　　２次試験　８月下旬から９月上旬を予定　
　　　　　　　　鉾田市役所　集団討論・面接
受験申込用紙　鉾田市役所　総務課で配布
※郵送希望の場合　
　 宛先を明記し120円切手を貼付した返信用封筒
（角２判）を下記へ送付して下さい。
　　〒311－1592
　　　鉾田市役所総務課採用試験係

問　市役所総務課☎33－2111（内1222・1223）

鉾田市職員採用試験（大卒対象）のお知らせ

受験申込受付
持参の場合　月曜～金曜
 （8：30～ 17：30）
郵便の場合　 ５月29日消印

のものまで有効
締切　５/29（金）17：30

９/21（月）に２回目の採用
試験を行います。
対象者　大卒・短大卒・高校
卒
※ 大卒者の方は７/11実施の試験

との重複応募は出来ません。（詳

細は後日お知らせします）

　鉾田二高生による「鉾田の商店街で働く人たち」をテー　鉾田二高生による「鉾田の商店街で働く人たち」をテー
マにした写真展を開催します。商店同士の交流や商店街のマにした写真展を開催します。商店同士の交流や商店街の
活性化を目的に空き店舗を利用して展示します。活性化を目的に空き店舗を利用して展示します。
日時　５/９（土）・10（日）10：00～ 17：00日時　５/９（土）・10（日）10：00～ 17：00
場所　鉾田市鉾田109　ホソヤビル１階（つぼ八下）場所　鉾田市鉾田109　ホソヤビル１階（つぼ八下）

鉾田二高生による写真展
「鉾田商店街ギャラリンジャー」を開催します

問　鉾田第二高等学校写真部顧問山口☎33－2171（代表）

毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

●５/７（木）大洋総合支所
●６/１（月）旭総合支所
　※時間はいずれも８：15～９：15

４月６日、鉾田市役所で行われた朝
市トークの様子。エコキャップや地
域活動が話題になりました。

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　　鉾田本所　☎32－5831
　　旭支所　　☎37－3571
　　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

５月 28日（木）
旭学供施設

14日（木）
大洋公民館

６月 11日（木）
社協本所

25日（木）
大洋公民館

休日診療
電話番号 ５月

鉾田病院 ３２－３３１３ ５・６・31
高須病院 ３３－２１３１ ３・10
ハタミ病院 ３３－３１５８ ４・17
北浦整形外科 ３３－２１３６ 24

健康カレンダー
旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

（５/３～６/３までの予定を掲載）

事業名 場所（項目） ５月

乳児健診 鉾田 27（水）
（H21.1生）

育児相談
旭 19（火）
鉾田 27（水）
大洋 12（火）

幼児健康
診査

旭 １歳半健診 19（火）
（H19. ８～ 10生）

鉾田
１歳半健診 22（金）

（H19.10生）

３歳児健診 28（木）
（H18．１生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 13・20・27（水）
鉾田 ７・14・28（木）
大洋 15・22・29（金）

精神保健事業
事業名 場所（時間） ５月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30）８・15・22・29（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） 13・27（水）

鉾田
（９：30～11：30） 20（水）

大洋
（９：30～15：00）11・18・25（月）

献血にご協力ください
５/25 10：00～16：00 ウイズ
６/５ ９：30～15：30 旭総合支所

納税カレンダー
軽自動車税 全期 納期限

６/１
（月）固定資産税 １期
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